
■長崎自動車道（東脊振IC～長崎IC）の速度抑制対策の結果 
データ比較期間 対策前 平成２１年２月１６日～平成２１年３月１５日（２８日間） 
           対策後 平成２１年３月１７日～平成２１年４月１３日（２８日間） 
 
  対策後でＥＴＣレーンへの速度超過車両（４０Ｋｍ／ｈ以上）の割合が約４７％減少し、更に速度
抑制効果により、開閉バー接触の発生率も約２２％減少しました。 

 
１．速度超過車両（４０Ｋｍ／ｈ以上）の推移 
  長崎自動車道の１３料金所での開閉バーの開くタイミングを約０．５秒から約１．０秒に遅延した結
果、速度４０Ｋｍ／ｈ以上の車両割合が１６．５％から８．８％に約４７％減少しました。 

ETCレーン内　速度40km/h以上の車両割合（入出全体）
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２．開閉バーの接触件数等の推移 
   開閉バー接触件数及び発生率が減少しました。 （●接触件数２５６件から２１７件 ●発生率 
接触件数÷利用総台数＝接触の発生率約２２％減少 0.0129%から 0.01%）    

ETC開閉バー接触件数と発生率（入出全体）
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